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日
本
の
国
家
資
格
に
は
、
弁
護
士
や
医
師

の
よ
う
に
資
格
が
な
け
れ
ば
仕
事
が
で
き
な

い
業
務
独
占
資
格
と
、
技
術
士
の
よ
う
に
資

格
を
持
っ
て
い
る
人
だ
け
が
そ
の
名
称
を
名

乗
る
こ
と
が
で
き
る
名
称
独
占
資
格
が
あ
り

ま
す
。
技
術
を
仕
事
と
す
る
技
術
者
は
数
多

く
い
ま
す
が
、
国
に
認
め
ら
れ
た
技
術
者
が

「
技
術
士
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
技
術
士
は
、
文
部
科
学
省
が
認
定
す

る
国
家
資
格
で
技
術
士
法
の
下
で
運
用
さ

れ
、
１
９
５
８
年
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま

す
。
技
術
士
は
、
科
学
技
術
の
応
用
面
に
携

わ
る
技
術
者
に
と
っ
て
最
も
権
威
の
あ
る
最

高
位
の
国
家
資
格
で
あ
り
、
こ
の
資
格
を
取

得
し
た
者
は
科
学
技
術
に
関
す
る
高
度
な
知

識
、
応
用
能
力
お
よ
び
高
い
技
術
者
倫
理
を

備
え
て
い
る
こ
と
を
国
に
認
定
さ
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
入
札
資
格
、
管
理
技
術
者
資

格
、
設
計
技
術
者
資
格
な
ど
、
業
務
で
大
い

に
役
に
立
つ
資
格
な
の
で
、
技
術
士
取
得
を

推
奨
す
る
企
業
が
多
く
あ
り
ま
す
。
技
術
を

仕
事
と
す
る
個
人
と
し
て
は
、
技
術
者
と
し

て
の
プ
ラ
イ
ド
と
ケ
ジ
メ
の
た
め
に
「
い
つ

か
は
、
技
術
士
！
」
を
目
指
す
人
も
多
く
い

ま
す
。

　
技
術
士
は
、
国
民
の
利
益
向
上
・
経
済
発

展
に
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
た
り
、
顧
客
の

抱
え
る
悩
み
を
整
理
し
て
解
決
に
導
く
提
案

を
行
う
な
ど
、
誇
り
高
く
、
多
く
の
喜
び
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
資
格
で
す
。
技
術
士

を
取
得
す
る
と
、
組
織
の
中
で
一
目
置
か
れ

る
存
在
に
な
っ
た
り
、
組
織
の
技
術
を
支
え

る
立
場
や
責
任
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
任

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
組
織
に
よ
っ
て

は
、
一
時
金
や
資
格
手
当
な
ど
も
支
給
さ
れ

ま
す
。
公
務
員
で
も
、
主
要
な
ポ
ス
ト
に
着

任
す
る
場
合
に
は
必
須
の
資
格
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
技
術
士
に
係
る
試
験
事
務
お
よ
び
登
録
事

務
は
、
指
定
登
録
機
関
で
あ
る
公
益
社
団
法

人
日
本
技
術
士
会
が
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎

年
二
千
六
百
人
前
後
の
合
格
者
数
で
、
対
受

験
者
合
格
率
は
約
12
％
と
い
う
狭
き
門
で

す
。
表
１
に
示
す
と
お
り
、
20
の
技
術
部
門

と
総
合
技
術
監
理
部
門
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
理
工
学
部
の
す
べ
て
の
学
科
か
ら
受
験

可
能
で
す
。

　
技
術
士
に
な
る
た
め
に
は
修
習
技
術
者
に

な
る
必
要
が
あ
り
、
技
術
士
第
一
次
試
験
に

合
格
す
る
か
、
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
コ
ー
ス
で
指
定

さ
れ
た
科
目
を
修
得
し
卒
業
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
と
は
、
日
本
技
術
者

教
育
認
定
機
構
（Japan Accreditation 

Board for Engineering Education

）

の
略
称
で
、
技
術
者
を
育
成
す
る
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を「
技
術
者
に
必
要
な
知
識
と
能
力
」

「
社
会
の
要
求
水
準
」
な
ど
の
観
点
か
ら
審

査
し
、
認
定
す
る
団
体
で
す
。
理
工
学
部
で

は
交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
科
が
唯
一
の
Ｊ
Ａ
Ｂ

Ｅ
Ｅ
認
定
学
科
で
、
卒
業
生
（
毎
年
１
２
０

名
）
は
第
一
次
試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

第
一
次
試
験
は
何
歳
で
も
受
験
可
能
で
、

大
学
レ
ベ
ル
の
数
理
学
を
問
う
基
礎
・
適
性

試
験
、
そ
し
て
20
の
技
術
部
門
か
ら
選
択
す

る
専
門
試
験
の
二
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
理
工
学
部
で
は
概
ね
３
年
生
で
受
験
す

る
学
生
が
多
い
で
す
が
、
２
年
生
で
合
格
す

る
学
生
も
い
ま
す
。
修
習
技
術
者
で
登
録
を

す
る
と
技
術
士
補
の
資
格
が
得
ら
れ
、
４
年

の
実
務
経
験
で
技
術
士
第
二
次
試
験
を
受
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

いつかは技術士。在学中に第一次試験合格！
土木工学科教授　関　文夫（桜門技術士会顧問）

 エンジニアの最高峰「技術士」を目指そう！

特 集

合格
・
登録

登録
合格

JABEE コース 指定された科目を
修得して卒業

７年以上の実務経験
（修習技術者前の経験も含む）

職務上の監督者の下で４年以上の実務経験
（修習技術者後の経験）

指導技術士の下で４年以上の実務経験
学生時代に取得可能

第
一
次
試
験

技
術
士
補

修
習
技
術
者

第
二
次
試
験

技
術
士

合格
登録

合格・登録

JABEE
コース

指定された科目を
修得して卒業

７年以上の実務経験
（修習技術者前の経験も含む）

職務上の監督者の下で４年以上の実務経験
（修習技術者後の経験）

指導技術士の下で４年以上
の実務経験

学生時代に
取得可能

第
一
次
試
験

技
術
士
補

修
習
技
術
者

第
二
次
試
験

技
術
士

〈技術士試験の仕組み〉

技
術
士
と
は
ど
ん
な
資
格
か

1

技
術
士
に
な
る
た
め
の
試
験

2
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学
部
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

技（
わ
ざ
）と
術（
じ
ゅ
つ
、す
べ
）

理
工
学
部
長 

交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
科
教
授

轟　

朝
幸　

　

10
月
か
ら
理
工
学
部
長
に
就
任
し

ま
し
た
轟
朝
幸
で
す
。
学
生
や
教
職

員
の
み
な
さ
ん
の
一
人
ひ
と
り
が
夢

を
追
い
か
け
、
ワ
ク
ワ
ク
で
き
る
キ

ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
『
理
工
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
』
は
、
３

年
前
ま
で
編
集
長
を
務
め
て
い
た
の

で
、
思
い
入
れ
が
あ
り
、
懐
か
し
さ

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
み
な
さ

ん
に
少
し
で
も
響
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

出
せ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
は

い
え
、
拙
い
文
章
で
す
。
し
ば
し
お

付
き
合
い
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
今
号
の
特
集
は
「
技
術
士
」

で
す
。
技
術
に
関
す
る
高
度
な
知
識

と
応
用
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
証
し

で
あ
り
、
み
な
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
こ
の

資
格
取
得
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ

こ
で
は
“
技
術
”
っ
て
何
か
を
私
な

り
に
論
じ
て
み
ま
す
。

　
“
技
術
”
を
国
語
辞
典
で
調
べ
る

と
、「
①
物
事
を
た
く
み
に
行
う
わ

ざ
。
技
巧
。
技
芸
。
②
科
学
を
実
地

に
応
用
し
て
自
然
の
事
物
を
改
変
・

加
工
し
、
人
間
生
活
に
利
用
す
る
わ

ざ
。」（『
広
辞
苑
』
第
七
版
）
と
説

明
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
は
①

の
技
巧
や
技
芸
と
い
う
意
味
で
通
じ

る
と
思
い
ま
す
が
、
物
足
り
な
い
語

釈
に
感
じ
ま
す
。「
腕
前
」「
手
並

み
」
の
よ
う
な
語
釈
で
は
、“
技
（
わ

ざ
）”
と
同
義
と
な
り
、“
術
（
じ
ゅ 

つ
、
す
べ
）”
の
意
味
合
い
が
含
ま

れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
そ
れ
で

は
、
学
術
、
芸
術
、
算
術
な
ど
で
も

用
い
ら
れ
て
い
る
“
術
”
と
は
な
ん

で
し
ょ
う
か
。
や
は
り
「
わ
ざ
」
の

意
味
が
あ
り
ま
す
が
、“
技
”
と
の

違
い
は
、「
学
問
」
や
「
企
て
」
の

意
味
合
い
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
か
。

　
『
広
辞
苑
』
で
の
“
技
術
”
の
語

釈
②
に
あ
る
と
お
り
、
科
学
を
応
用

し
て
人
間
生
活
の
た
め
に
企
て
る
こ

と
が
“
技
術
”
に
と
っ
て
肝
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
み
な
さ
ん
も
基
礎

科
学
・
自
然
科
学
・
社
会
科
学
な
ど

の
幅
広
い
知
識
を
し
っ
か
り
身
に
つ

け
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
駆
使
し
て 

「
人
間
生
活
に
利
用
す
る
わ
ざ
」
を

も
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
第
二
次
試
験
は
、
技
術
部
門
全
般
に
わ
た

る
専
門
知
識
の
必
須
科
目
、
応
用
能
力
、
問

題
解
決
能
力
お
よ
び
課
題
遂
行
能
力
に
関
す

る
選
択
科
目
Ⅰ
、
専
門
知
識
お
よ
び
応
用
能

力
に
関
す
る
選
択
科
目
Ⅱ
の
筆
記
試
験
（
合

計
５
時
間
半
）
が
行
わ
れ
、
合
格
す
る
と

面
接
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。
合
格
後
は
法

人
、
団
体
名
で
日
本
技
術
士
会
に
登
録
す

る
と
技
術
士
の
称
号
が
得
ら
れ
、
技
術
士

（Professional Engineer
）
と
名
乗
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
最
短
で
26
歳
以
降
に
第
二
次
試
験
が
受
験

可
能
と
な
り
ま
す
が
、
実
務
経
験
４
年
以
降

の
時
期
と
い
う
の
は
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
の
受

験
期
と
も
重
な
り
ま
す
。
ま
た
、
業
務
も
忙

し
い
時
期
と
な
り
時
間
の
や
り
く
り
が
難
し

い
で
し
ょ
う
か
ら
、
人
生
設
計
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
図
り
な
が
ら
準
備
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
第
二
次
試
験
の
準
備
を
行
う
と
、
文
章

を
ま
と
め
る
力
や
物
事
を
説
明
す
る
力
と
い

っ
た
地
道
な
力
が
備
わ
り
ま
す
。
技
術
士
取

得
は
本
物
の
技
術
者
に
な
る
た
め
の
試
練
な

の
で
す
。

　
技
術
士
第
一
次
試
験
は
、
毎
年
６
月
に
願

書
を
提
出
し
11
月
に
試
験
が
行
わ
れ
、
２
月

末
日
に
合
格
発
表
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

３
年
生
で
合
格
す
る
と
、
就
職
活
動
の
際
、

履
歴
書
の
資
格
欄
に
「
技
術
士
第
一
次
試
験

合
格
」
あ
る
い
は
「
技
術
士
補
（
未
登
録
）」

の
記
載
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
企
業
側
は
、

そ
の
欄
を
見
る
だ
け
で
「
キ
チ
ン
と
学
ん
だ

学
生
」「
や
る
気
の
あ
る
学
生
」
と
い
う
評

価
を
下
し
ま
す
。
自
分
の
目
指
す
企
業
へ
一

歩
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
大
学
技
術
士
会
連
絡
協
議
会
（
36
大
学
加

盟
）
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
２
０
１
７
年
度

か
ら
技
術
士
第
一
次
試
験
合
格
者
数
（
在
学

生
）
で
、
日
本
大
学
が
６
年
連
続
第
１
位
を

樹
立
し
て
い
ま
す
。
表
２
に
示
す
と
お
り
、

２
０
２
２
年
度
は
２
位
の
大
学
と
大
差
を
つ

け
て
の
１
位
で
し
た
。
日
本
大
学
の
中
で

も
、
理
工
学
部
は
第
一
次
試
験
合
格
者
の
70

％
前
後
を
占
め
て
お
り
（
表
３
）、
理
工
学

部
の
実
力
を
示
し
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

　
技
術
士
第
二
次
試
験
は
、
第
一
次
試
験
の

合
格
後
や
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
認
定
学
科
卒
業
後
に

４
年
の
実
務
経
験
、
ま
た
は
大
学
院
修
了
後

に
２
年
の
実
務
経
験
を
経
る
と
、
受
験
可
能

日
本
大
学
理
工
学
部
の
チ
カ
ラ

3

表２�
�2022年度�技術士第一次試験�
合格者数（在学生の部）
順位 学校名 合計
1 日本大学 134
2 CHU 大学 69
3 SAG 大 学 61
4 CIT 大 学 61
5 KYU 大 学 47
6 KYO 大学 46
7 OSK 大 学 41
8 AOY 大学 37
9 GFK 高 専 39
10 OSK 大 学 35

表１　技術士の部門
機 械 部 門 衛生工学部門
船舶・海洋部門 農 業 部 門
航空・宇宙部門 森 林 部 門
電気電子部門 水 産 部 門
化 学 部 門 経営工学部門
繊 維 部 門 情報工学部門
金 属 部 門 応用理学部門
資源工学部門 生物工学部門
建 設 部 門 環 境 部 門
上下水道部門 原子力・放射線部門

総合技術監理部門

表３
2017〜2022年度�技術士第一次試験合格者数（在学生
の部）日本大学全体と理工学部生
年度 分類 学部 大学院 合格者数

2017 日本大学全体 175 12 187
理工学部 127 9 136

2018 日本大学全体 150 10 160
理工学部 118 9 127

2019 日本大学全体 126 8 134
理工学部 91 7 98

2020 日本大学全体 177 14 191
理工学部 112 10 122

2021 日本大学全体 91 10 101
理工学部 60 7 67

2022 日本大学全体 121 13 134
理工学部 91 5 96
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桜
門
技
術
士
会
と
は

　

桜
門
技
術
士
会
は
、
１
９
９
２
年
６
月
に
設

立
さ
れ
、
２
０
２
３
年
に
設
立
31
周
年
を
迎
え

た
校
友
組
織
で
あ
る
。
そ
の
設
立
の
き
っ
か
け

は
、
日
本
大
学
工
学
部
（
現 

理
工
学
部
）
機
械

工
学
科
を
１
９
５
９
年
に
卒
業
さ
れ
た
石
塚
貢

氏
の
科
学
技
術
庁
（
当
時
）
事
務
次
官
就
任
と

い
う
私
学
出
身
者
と
し
て
初
の
快
挙
で
あ
り
、

当
時
の
工
科
校
友
会
会
長
で
あ
っ
た
梶
谷
正
孝

氏
（
建
設
部
門
・
１
９
４
８
年
土
木
工
学
科
卒

業
）
を
中
心
に
、
十
数
名
の
有
志
に
よ
っ
て
設

立
さ
れ
た
。
わ
が
国
の
名
だ
た
る
大
学
に
は
弊

会
同
様
に
大
学
技
術
士
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る

が
、
わ
が
桜
門
技
術
士
会
は
、
設
立
期
が
二
番

目
と
い
う
古
株
で
あ
り
、
２
０
２
３
年
８
月
現

在
は
約
２
２
０
名
の
会
員
数
を
誇
る
。

　

桜
門
技
術
士
会
の
活
動
は
、
次
の
三
事
業
に

大
別
さ
れ
る
。
ま
ず
、
学
生
お
よ
び
社
会
人
の

技
術
士
資
格
の
取
得
支
援
で
あ
る
。
次
い
で
、

講
演
会
な
ど
の
企
画
開
催
、
そ
し
て
会
誌
発
行

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報
で
あ
る
。
こ
れ

ら
を
通
し
て
母
校
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。

✿ 

技
術
士
資
格
の
取
得
支
援

　

桜
門
技
術
士
会
は
、
技
術
士
資
格
の
取
得
支

援
と
し
て
、
学
生
ら
を
対
象
に
技
術
士
制
度
説

明
会
と
第
一
次
試
験
対
策
講
座
を
実
施
し
て
い

る
。

　

技
術
士
制
度
説
明
会
は
、
技
術
士
第
一
次
試

験
の
受
験
願
書
が
配
布
さ
れ
る
６
月
に
開
催

し
て
い
る
。
説
明
会
は
技
術
士
試
験
制
度
を

詳
述
す
る
も
の
だ
が
、
技
術
士
資
格
取
得
の

具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
学
生
た
ち
に
直

接
訴
え
か
け
て
い
る
。
と
く
に
、
企
業
内
技

術
士
の
昇
格
に
お
け
る
優
位
性
、
他
の
資
格

手
当
と
の
違
い
、
他
資
格
受
験
時
の
優
位
性
、

そ
し
て
将
来
的
な
技
術
士
事
務
所
設
立
の
可

能
性
な
ど
、
技
術
者
と
し
て
の
自
立
に
関
す

る
情
報
も
提
供
し
て
い
る
。
説
明
会
に
は
例

年
２
０
０
名
以
上
の
参
加
者
数
が
あ
り
、
学

生
た
ち
の
技
術
士
資
格
へ
の
関
心
の
高
さ
が

感
じ
ら
れ
る
。

　

第
一
次
試
験
対
策
講
座
は
、
試
験
科
目
で

あ
る
基
礎
科
目
、
適
性
科
目
、
専
門
科
目
の

す
べ
て
に
対
し
、
例
年
７
月
か
ら
９
月
の
間

に
複
数
回
に
分
け
て
開
催
し
て
い
る
。
こ
の

中
で
、
基
礎
科
目
と
適
性
科
目
は
技
術
士
資

格
取
得
を
志
す
者
全
員
が
受
験
す
る
共
通
問

題
で
あ
る
。
基
礎
科
目
は
科
学
技
術
全
般
に

わ
た
る
基
礎
知

識
、
適
性
科
目

は
技
術
士
法
第

四
章
（
技
術
士

等
の
義
務
）
の

規
定
の
遵
守
に

関
す
る
適
性
を

問
う
も
の
で
あ

る
。
講
師
は
、

機
械
工
学
科
の

飯
島
晃
良
教
授
と
当
会
の
会
員
で
実
施
し
て
い

る
。
弊
会
の
開
催
す
る
講
座
で
は
、
三
つ
の
試

験
科
目
の
過
去
問
題
分
析
と
、
得
ら
れ
た
出
題

傾
向
と
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
キ
ー
ワ
ー

ド
な
ど
の
情
報
提
供
を
行
い
つ
つ
、
回
答
の
コ

ツ
も
含
め
た
各
種
の
解
説
を
実
施
し
て
い
る
。

　

専
門
科
目
は
、
受
験
者
は
あ
ら
か
じ
め
一
つ

選
択
し
た
技
術
部
門
に
係
る
基
礎
知
識
お
よ
び

専
門
知
識
を
問
わ
れ
る
。
現
在
は
、
受
験
希
望

者
の
多
い
機
械
部
門
と
建
設
部
門
に
特
化
し
て

い
る
が
、
専
門
科
目
に
要
望
が
あ
れ
ば
対
応
し

て
い
き
た
い
。
理
工
学
部
各
学
科
の
専
門
科
目

を
学
べ
ば
あ
る
程
度
の
正
当
率
が
得
ら
れ
る
の

で
、
普
段
の
勉
強
で
試
験
に
挑
め
る
と
こ
ろ
が

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

✿ 

試
験
対
策
講
座
の
開
催

　

２
０
１
４
年
か
ら
理
工
学
部
内
で
開
催
し
て

い
る
第
一
次
試
験
対
策
講
座
は
、
２
０
２
２
年

ま
で
の
９
年
間
で
35
回
を
数
え
る
。
こ
の
活
動

に
よ
り
、
わ
が
日
本
大
学
は
在
学
生
部
門
で
毎

年
１
０
０
名
を
超
え
る
合
格
者
を
輩
出
し
て
お

り
、
２
０
１
７
年
か
ら
は
日
本
一
の
合
格
者
数

を
維
持
し
て
い
る
。
し
か
も
合
格
者
の
70
％
超

は
、
理
工
学
部
の
在
学
生
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

成
績
は
他
大
学
の
大
学
技
術
士
会
も
注
目
し
て

お
り
、
弊
会
へ
教
育
方
法
（
試
験
対
策
講
座
）

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
多
数
あ
る
。

　

最
近
の
第
一
次
試
験
は
、
基
礎
・
適
性
科
目

の
難
易
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
桜
門
技
術
士

会
で
は
こ
の
状
況
を
受
け
て
、
従
来
の
基
礎
・

適
性
科
目
の
対
策
講
座
に
加
え
て
新
た
な
視
点

の
対
策
講
座
を
２
０
２
３
年
よ
り
開
始
し
た
。

桜
門
技
術
士
会
は
時
代
や
受
験
状
況
な
ど
を
見

据
え
つ
つ
、
今
後
も
在
校
生
の
合
格
者
数
増
加

に
向
け
て
尽
力
し
て
い
く
。

技
術
士
を
目
指
す
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

桜
門
技
術
士
会

 

桜
門
技
術
士
会
事
務
局
長
　
蛯
原
　
巌

	

　
　
　
理
工
学
部
土
木
工
学
科
１
９
８
６
年
卒
業

　

	
	

　
　
　
理
工
学
研
究
科
土
木
工
学
専
攻
１
９
８
８
年
修
了

に
な
り
ま
す
。
技
術
士
第
二
次
試
験
結
果 

（
上
位
９
大
学
）
を
図
１
に
示
し
ま
す
。
国

立
大
学
が
大
勢
を
占
め
る
中
、
私
立
大
学
は

２
大
学
だ
け
で
、
そ
の
上
位
に
い
る
の
が
日

本
大
学
で
す
。
皆
さ
ん
の
先
輩
の
活
躍
ぶ
り

が
分
か
り
ま
す
。

　
技
術
士
は
、
高
い
倫
理
観
を
保
ち
な
が
ら

活
動
す
る
こ
と
が
『
技
術
士
倫
理
綱
領
』
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
科
学
技
術
を

応
用
し
て
社
会
に
大
き
く
貢
献
す
る
者
と
し

て
、
社
会
の
安
全
確
保
や
環
境
保
全
に
対
す

る
要
求
な
ど
、
現
代
社
会
の
重
要
課
題
に
積

極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
技
術
士
の
社

会
的
な
地
位
向
上
を
図
る
た
め
に
、「
と
る

べ
き
行
動
」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 30

60

90

120

150
（人）

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022
（年度）

TKY 大学日本大学KYO大学

HKD大学KYU大学WSD大学
OSA大学THK大学 TYK大学

図１　大学別技術士第二次試験合格者推移

技術士制度説明会　2023年６月開催

技
術
士
の
と
る
べ
き
行
動

4
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 技術士第一次試験に合格しました！

　私が技術士のことを知ったのは、就職指導課・桜門技術士会主催の技術士
制度説明会です。技術士とは、高度な技術と高い技術者倫理を持った技術者
に与えられる、最も権威のある国家資格のひとつであることを知りました。
そこで、現在の実力を測り、自分自身のキャリアアップをするのにふさわし
い機会だと考え、技術士の登竜門である技術士第一次試験を受験しました。
　技術士第一次試験には基礎科目・適性科目・専門科目の３科目があり、私はま
ず基礎・適性科目の２科目を並行して勉強し、その後に専門科目の勉強を始めま
した。基礎・適性科目の対策にかけた時間は週４日、一日３時間を２週間ほどで
す。機械工学科の飯島晃良先生が担当をされていた基礎・適性科目対策講座をす
べて受講した後、過去問題を何度も解きました。専門科目の対策にかけた時間は
週４日、一日３時間を４週間ほどです。機械部門対策講座を受講後に過去問題を解
き、大学の授業で学んだ４力学の基礎も同時に復習しました。どの科目でも過去の
第一次試験と類似した問題が出題されるため、本試験では問題を見るだけで答えを
絞れたものが多くあり、過去問題を解いたことが合格につながったと思います。
　将来は、社会のニーズに対応できる技術者となれるように、大学生のうちから自
己研鑽を積み、さまざまな資質能力を向上させていきたいです。

 エンジニアの最高峰「技術士」を目指そう！特 集

機械工学科４年　大沼　尊　飯島研究室

　私が技術士第一次試験を受験したのは、建設コンサルタント業界を就職先として
考えていたからです。そのため、比較的時間に余裕のある３年次に試験対策を始め
ました。試験に向けて、基本的には問題集に繰り返し取り組みました。専門科目、
基礎・適性科目の過去問題の類題がまとめられている問題集を用意し、毎日１

年間分、余裕が出てきたら２年間分を３科目解いていました。解いたら
都度、その問題集に正解であれば○の印を、不正解であれば×の印
を付け、繰り返して解いたときに前回より成長しているかを可視化
できるようにし、複数回間違えた問題は別のノートに書き写してまと
めていました。また、自分が忘れがちな知識内容等もノートにま
とめて、試験直前に確認できるようにしていました。さらに、授
業で学んでいない内容は自分で調べ、類題を複数回解くことで知
識を定着させました。
　そのような方法で、試験の当日までに同じ参考書を５周程度しま
した。その結果、試験対策を始めた３年次に無事に合格することができ、
技術士補として登録することができました。今後は、就職先で実践的な

技術経験を積んで技術士第二次試験に合格し、下水道の技術者として活躍
したいと考えています。

まちづくり工学科４年　山上 瑛理　仲村研究室
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1 

物
流
分
野
で
の
技
術
者
と
し
て

　
私
は
、
日
本
通
運
株
式
会
社
重
機

建
設
事
業
部
に
入
社
し
て
９
年
目
に

な
り
ま
す
。
配
属
先
の
重
機
建
設
事

業
部
は
、
一
般
的
な
車
両
で
は
輸
送

不
可
能
な
超
重
量
物
や
長
尺
物
の
輸

送・建
設
を
専
門
と
す
る
部
門
で
す
。

学
生
時
代
は
、
都
市
・
交
通
計
画
の

中
の
「
物
流
」
を
研
究
テ
ー
マ
と
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
物
流
か
ら
社
会

発
展
へ
の
貢
献
を
し
た
く
、
陸
海
空

の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
日

本
通
運
に
入
社
を
決
め
ま
し
た
。

　
現
在
の
業
務
は
、
風
力
発
電
所
建

設
の
施
工
に
向
け
た
、
風
力
発
電
部

材
の
輸
送
の
た
め
の
調
査
と
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
業
務
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
Ｄ
Ｘ
推
進
に

つ
な
が
る
省
力
化
・
高
度
化
と
な
る

３
Ｄ
測
量
機
を
用
い
た
道
路
空
間
の

調
査
お
よ
び
輸
送
路
検
討
業
務
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
入
社
以

来
、
必
要
な
構
造
計
算
や
車
両
開
発

な
ど
技
術
に
か
か
わ
る
経
験
を
積
ん

で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
で
は
社

内
講
習
や
論
文
執
筆
活
動
も
担
当
し

て
い
ま
す
。

2 

資
格
取
得
の
経
緯

　
学
生
時
代
に
は
学
会
活
動
を
通
じ

て
、
技
術
士
を
保
有
さ
れ
活
躍
さ
れ

て
い
る
多
く
の
先
輩
が
た
と
お
会
い

す
る
機
会
が
あ
り
、
自
分
も
先
輩
が

た
の
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
、
30

代
前
半
ま
で
に
技
術
士
を
取
得
す
る

こ
と
を
ひ
と
つ
の
目
標
と
決
め
て
い

ま
し
た
。

　
入
社
後
は
、
将
来
的
に
は
自
身
が

得
意
と
し
て
き
た
論
理
的
な
考
え
方

や
提
案
力
な
ど
を
活
か
し
て
技
術
的

な
業
務
に
携
わ
り
た
い
と
考
え
ま
し

た
。
そ
し
て
、
社
内
外
の
信
頼
を
得

て
技
術
者
と
し
て
輝
い
て
い
く
た
め

に
は
、
現
場
実
務
経
験
だ
け
で
な
く

技
術
士
の
取
得
が
重
要
で
あ
る
と
、

あ
ら
た
め
て
考
え
て
い
ま
し
た
。
大

学
で
勉
強
し
て
き
た
交
通
工
学
や
業

務
で
培
っ
て
き
た
橋
梁
や
車
両
等
に

関
す
る
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
応
用

し
、「
道
路
を
使
う
技
術
者
」
と
し

て
、
道
路
を
活
用
し
た
輸
送
技
術
の

面
か
ら
新
た
な
輸
送
車
両
を
開
発
す

る
な
ど
の
経
験
を
経
て
、
第
二
次
試

験
に
挑
戦
し
て
１
回
目
で
合
格
し
、

２
０
２
１
年
に
30
歳
で
技
術
士
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

3 

オ
ス
ス
メ
の
ポ
イ
ン
ト

　
私
は
資
格
取
得
し
て
ま
だ
駆
け
出

し
で
は
あ
り
ま
す
が
、
客
先
や
取
引

先
と
の
名
刺
交
換
の
際
に
「
技
術

士
」
を
話
題
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と

や
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
の
意
見
や
提

案
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
機
会
が

増
え
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
先
輩
が
た
に
築
い
て
い
た
だ
い

た
「
技
術
士
へ
の
信
頼
」
の
し
る
し

に
よ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
信
頼
や
責
任
に
応
え
る
た
め

に
も
、
業
務
経
験
の
積
み
重
ね
の
み

な
ら
ず
、
新
し
い
技
術
や
専
門
分
野

以
外
の
知
識
・
取
り
組
み
に
つ
い
て

勉
強
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
技
術

士
を
対
象
と
し
た
講
習
会
な
ど
の
環

境
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

会
社
や
組
織
の
枠
組
み
を
超
え
た
技

術
士
同
士
の
“
ヨ
コ
の
つ
な
が
り
”

や
、
相
談
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
あ
る
こ
と
（
例
え
ば
、
日
本
技
術

士
会
の
部
会
や
桜
門
技
術
士
会
な

ど
）
か
ら
も
、
魅
力
的
な
資
格
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

むらまつ けんご ●

2015年４月  日本通運株式会社 鶴見重
機建設支店プラント課

2017年10月  同 重機建設事業部 
（技術・機材センター）

2019年８月  同 関東重機建設支店 
建設事業所

2021年10月  同  重機建設事業部（風力）

その他の保有資格 １級土木施工管理技士

先
輩
に
聞
き
ま
し
た
！

「
技
術
士
」が
オ
ス
ス
メ
の
ワ
ケ

社内教育での講師として

3D点群データを用いた輸送検討

3D測量機を用いた計測

技術士
建設部門

日本通運株式会社 重機建設事業部（風力）

村松 賢吾さん

社会交通工学科　2013 年 3 月卒業 
（JABEE 認定プログラム修了）
博士前期課程社会交通工学専攻　2015 年３月修了
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管
理
ま
で
を
行
い
、
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
安

全
に
・
効
率
的
に
・
品

質
の
良
い
も
の
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
、
日
々
仲
間
と
と

も
に
試
行
錯
誤
し
て

業
務
を
進
め
て
い
ま

す
。
工
事
が
ス
タ
ー
ト

し
た
ば
か
り
の
た
め
、

周
辺
住
民
の
方
へ
の
工
事
の
説
明
な

ど
も
多
く
あ
り
、
完
成
し
た
際
に
周

辺
住
民
の
方
々
に
「
い
い
街
が
で
き

て
良
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
親
身
に
な
っ
て
住
民
目
線

で
の
“
伝
わ
る
説
明
”
を
心
掛
け
て

い
ま
す
。
私
個
人
と
し
て
も
初
め
て

の
現
場
代
理
人
・
監
理
技
術
者
と

い
う
こ
と
で
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
行

動
・
発
言
に
責
任
を
持
ち
、
技
術
的

な
モ
ノ
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

2 

資
格
取
得
の
経
緯

　
入
社
当
時
、
建
設
業
界
で
は
名
刺

に
「
技
術
士
」
の
記
載
が
あ
る
と
相

手
に
一
目
置
か
れ
る
存
在
だ
と
気
づ

き
、
憧
れ
を
抱
き
ま
し
た
。
社
内
だ

け
で
な
く
、
客
先
や
業
務
関
係
先
と

の
会
議
や
打
ち
合
わ
せ
で
も
、
技
術

士
で
あ
る
上
司
は
初
対
面
で
さ
え
相

手
か
ら
信
頼
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が

新
入
社
員
の
私
で
も
感
じ
ら
れ
、
私

も
技
術
士
の
資
格
を
取
得
し
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

3 

技
術
士
を
勧
め
る
理
由

　
私
が
技
術
士
を
お
勧
め
す
る
理
由

は
、
入
社
時
に
憧
れ
た
「
一
目
置
か

れ
る
」と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

取
得
し
て
数
年
経
過
し
た
今
の
一
番

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
技
術
士
を
取

得
す
る
ま
で
の
勉
強
で
得
た
知
識
・

考
え
方
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
技
術

士
の
試
験
問
題
は
、
も
ち
ろ
ん
普
段

の
仕
事
と
通
じ
る
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
世
の
中
を
知
っ
て
い
な
け
れ
ば

解
け
な
い
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。

大
き
く
は
政
治
的
な
内
容
か
ら
国
の

施
策
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
学
習
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
試
験
の
た
め
に
勉
強
し
た
内
容

は
業
務
に
直
結
す
る
だ
け
で
な
く
、

説
明
能
力
や
論
理
的
な
考
え
方
等
が

以
前
と
比
べ
て
向
上
し
た
こ
と
が
、

自
分
自
身
で
も
わ
か
る
く
ら
い
で
し

た
。
技
術
分
野
で
活
動
し
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
る
人
は
取
得
必
須
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

 エンジニアの最高峰「技術士」を目指そう！特 集

1 

私
の
仕
事

　
私
は
現
在
、
神
奈
川
県
秦
野
市
の

中
井
造
成
工
事
に
従
事
し
て
い
ま

す
。
秦
野
中
井
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

南
土
地
区
画
整
理
事
業
と
中
井
町
諏

訪
地
区
土
地
改
良
事
業
の
２
つ
の
事

業
を
同
時
に
進
め
る
、
面
積
約
21
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
大
規
模
造
成
工
事
で

す
。
工
事
と
し
て
は
、
約
１
１
５
万

立
方
メ
ー
ト
ル
の
土
砂
を
各
所
か
ら

受
け
入
れ
、
盛
土
を
行
い
、
雨
水
・

汚
水
・
水
道
、
道
路
や
調
整
池
、
公

園
等
を
整
備
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
こ
の
現
場
は
２
０
２
３
年
６
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
新
し

い
現
場
で
、
約
４
年
間
か
け
て
ま
ち

づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
現
場
で
の
私
は
現
場
代
理
人
・
監

理
技
術
者
と
し
て
、
Ｑ
（
品
質
）
Ｃ 

（
コ
ス
ト
）
Ｄ
（
工
程
）
Ｓ
（
安
全
）

Ｅ
（
環
境
）
の
す
べ
て
の
計
画
か
ら来客や近隣住民に対する工事内容の説明

技術士
建設部門

鹿島建設株式会社 横浜支店 
中井造成工事事務所 工事課長代理

谷村 弘章さん

土木工学科　2012 年３月卒業

完成した区画整理事業の公園にて

たにむら ひろあき ●

2012年  鹿島建設株式会社 横浜支店北部第二水再生セン
ター第３ポンプ築造工事（社長賞）

2014年  同 横浜支店相鉄・東急直通線新横浜駅地下鉄交
差部土木工事（土木学会賞・社長賞）

2016年  同 関東支店 新東名高速道路羽根トンネル工事
（社長賞）

2018年 同 土木設計本部臨海グループ
2019年  同 横浜支店ツインシティ大神土地区画整理事業

造成工事（本社生産性向上タスクフォース・横浜
支店生産性向上タスクフォース所属）

2023 年 同 横浜支店中井造成工事

引き渡し前に�
コンクリートの出来栄えを最終確認
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1 

発
注
者
の
仕
事

　
私
は
、
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会

社
（
旧 

日
本
道
路
公
団
）
に
勤
務

し
て
22
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

高
速
道
路
会
社
に
入
社
す
る
土

木
系
社
員
は
、
建
設
工
事
の
発
注

者
、
道
路
管
理
者
と
し
て
、
高
速
道

路
を
建
設
す
る
す
べ
て
の
業
務
（
調

査
、
設
計
、
工
事
等
）、
維
持
管
理

す
る
す
べ
て
の
業
務
（
点
検
、
維
持

修
繕
、
補
修
計
画
、
設
計
、
工
事
等
）

を
総
合
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
、
受

を
重
ね
る
に
つ
れ
、
こ
れ
ら
基
準

類
の
作
成
に
携
わ
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
一
定
の
技
術
力
を
持
っ
た
技

術
者
が
作
成
す
る
べ
き
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
・
立
場
に
置
か

れ
る
発
注
者
だ
か
ら
こ
そ
技
術
士
を

取
得
し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

に
貢
献
す
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
私
自
身
も
日
々
学
び
な

が
ら
能
力
向
上
に
努
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

3 

技
術
士
取
得
の
メ
リ
ッ
ト

　
技
術
士
取
得
に
は
、
専
門
知
識
は

も
ち
ろ
ん
、
論
理
的
に
伝
え
る
能
力

や
課
題
解
決
能
力
な
ど
が
問
わ
れ
ま

す
。
試
験
勉
強
を
通
じ
て
こ
れ
ら
の

能
力
が
高
ま
る
こ
と
が
、
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
桜

門
技
術
士
会
と
い
っ
た
同
業
種
技
術

者
や
異
業
種
技
術
者
と
の
交
流
で
人

脈
が
広
が
り
、
情
報
交
換
や
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
発
注
者

で
技
術
士
取
得
を
考
え
て
い
る
方

へ
。
発
注
者
は
同
時
に
い
ろ
い
ろ
な

業
務
に
携
わ
り
ま
す
し
、
国
の
政
策

的
な
業
務
に
携
わ
る
こ
と
も
多
く
あ

り
ま
す
。
日
常
業
務
を
し
っ
か
り
と

理
解
す
る
こ
と
で
、
資
格
取
得
に
は

そ
れ
ほ
ど
時
間
は
か
か
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

注
者
で
あ
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
ゼ

ネ
コ
ン
等
が
行
う
業
務
を
管
理
・
監

督
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
広
い
分
野

に
お
い
て
業
務
を
行
う
こ
と
で
、
広

い
知
識
を
取
得
す
る
こ
と
が
一
般
的

か
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
私
の
場
合
は
、
入
社
以
来
、

橋
に
か
か
わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
熱

望
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
橋
梁
の

建
設
現
場
、
計
画
、
設
計
、
試
験
研

究
と
、
会
社
人
生
の
ほ
と
ん
ど
を
橋

梁
に
携
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
本
社
に
お
い
て
事
業
計
画

す
。
一
方
、
発
注
者
の
場
合
、
会
社 

（
行
政
）
か
ら
も
取
得
を
促
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
（
も
ち
ろ
ん
資

格
手
当
も
あ
り
ま
せ
ん
）。
そ
の
よ

う
な
環
境
に
置
か
れ
た
私
が
技
術
士

取
得
を
目
指
し
た
理
由
は
、
以
下
の

３
つ
で
す
。

① 

受
注
者
の
専
門
技
術
者
の
方
々
と

日
々
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
発
注

者
側
の
要
望
な
ど
を
伝
え
、
業
務

を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
時
に
は
相
手
の
提
案
と
は
違

う
こ
と
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
相
手

と
対
等
に
話
が
で
き
る
技
術
者
で

い
た
い
。

② 

発
注
者
は
、
行
政
や
地
元
な
ど
土

木
の
知
識
の
な
い
方
に
対
し
て
説

明
し
、
そ
の
説
明
責
任
が
生
じ
る

こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
説
明
に
説
得
力
を
よ
り
増
す
た

め
の
ひ
と
つ
が
国
家
資
格
で
あ
る

技
術
士
で
あ
る
。

③ 

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
の
技
術
基
準
は
多
く

の
土
木
技
術
者
が
目
に
し
、
参
考

に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
年
齢

作成に携わった技術基準の一例

（
橋
梁
）
の
作
成
や
技
術
基
準
を
所

掌
し
、
新
た
な
基
準
作
成
の
た
め
の

実
験
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

若
手
人
財
育
成
の
た
め
の
オ
ン
ラ
イ

ン
研
修
教
材
や
内
部
外
部
研
修
の
講

師
も
多
く
行
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

2 

技
術
士
取
得
の
き
っ
か
け

　

ゼ
ネ
コ
ン
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

は
、
技
術
士
取
得
が
業
務
受
注
の
条

件
と
な
る
こ
と
や
、
取
得
者
数
で
会

社
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

はぎわら なおき ●

2002年４月 日本道路公団入社
2005年10月  分割民営化に伴い中日本高速道路株式会社へ
2012年４月  中日本高速道路株式会社 環境・技術部 技術管理チーム
2014年８月  株式会社高速道路総合技術研究所 橋梁研究室 主任研究員
2017年７月  中日本高速道路株式会社 東京支社建設事業部構造技術チーム サブリーダー
2018年８月  同 東京支社秦野工事事務所山北工事区 工事長
2020年７月  同 技術本部環境・技術企画部構造技術課 課長代理
2023年９月  同 東京支社保全・サービス事業部構造技術課 担当課長

受賞   その他の保有資格

平成28年度土木学会技術開発賞 １級土木施工管理技士
「漏洩磁束法によるPC 鋼材破断の非破壊検査技術の開発」 コンクリート構造診断士

技術士
建設部門

中日本高速道路株式会社 
東京支社 保全・サービス事業部 
構造技術課 担当課長

萩原 直樹さん

土木工学科　2000 年３月卒業
博士前期課程土木工学専攻　2002 年３月修了

点検マネジメント研修の講師の様子若手社員から相談を受ける
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システム導入の課題抽出時の打ち合わせの様子（海外）

1 

仕
事
の
内
容

　
私
は
大
学
を
卒
業
後
、
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
会
社
へ
入
社
し
ま
し

た
。
入
社
後
の
業
務
は
多
岐
に
わ
た

り
、
道
路
、
ト
ン
ネ
ル
、
ダ
ム
、
河

川
、
空
港
、
港
湾
、
防
災
な
ど
の
国

内
外
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
か
か
わ
る

電
気
、
機
械
、
情
報
通
信
分
野
の
調

査
、
計
画
、
設
計
、
施
工
監
理
を
担

務
し
て
い
ま
す
。

　
一
例
を
紹
介
し
ま
す
と
、
一
番
高

い
防
災
等
級
Ａ
Ａ
の
ト
ン
ネ
ル
管
理

設
備
と
し
て
、
照
明
設
備
、
表
示
設

備
、
通
報
設
備
な
ど
の
防
災
設
備
、

換
気
設
備
、
水
噴
霧
設
備
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
電
気
・
機
械
設
備
に
つ
い

て
、
建
築
設
計
や
土
木
設
計
と
も
調

整
を
行
い
な
が
ら
計
画
、
設
計
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
海
外
の
情

報
通
信
分
野
の
例
と
し
て
、
日
本
方

式
の
地
デ
ジ
を
活
用
し
た
緊
急
警
報

放
送
シ
ス
テ
ム
の
導
入
計
画
な
ど
も

実
施
し
て
お
り
、
災
害
発
生
時
の
情

報
伝
達
体
制
の
整
理
や
導
入
時
の
課

題
の
抽
出
、
シ
ス
テ
ム
構
成
の
検
討

な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

2  

な
ぜ
技
術
士
資
格
を
取
得
し
た

の
か
？

　
国
土
交
通
省
か
ら
公
示
さ
れ
る
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
で
は
、
基

本
的
に
は
技
術
提
案
型
の
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
入
札
方
式
や
総
合
評
価
落
札
方

式
で
落
札
者
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
公

示
案
件
へ
の
競
争
参
加
で
も
技
術
士

の
役
割
は
大
き
く
、
参
加
す
る
案
件

の
管
理
技
術
者
は
、
有
資
格
者
を
配

置
す
る
こ
と
が
必
須
で
、
か
つ
技
術

士
の
配
置
は
、
技
術
点
の
評
価
に
お

い
て
最
上
位
の
加
点
が
付
加
さ
れ
て

い
る
の
が
実
情
で
、
企
業
の
案
件
受

注
の
段
階
か
ら
重
責
を
担
う
役
割
で

す
。
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
な
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
会
社
で
は
、
高
い
競

争
力
を
維
持
す
る
た
め
、
技
術
士
は

重
要
か
つ
必
要
不
可
欠
な
資
格
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
私
が
技
術
士
の
取
得
を
目
指
し
た

理
由
は
、
会
社
が
求
め
て
い
る
資
格

で
あ
る
と
と
も
に
、
自
ら
が
管
理
技

術
者
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
責
任
者
）
と

し
て
活
動
し
、
社
会
の
安
全
・
安
心

の
一
翼
を
担
い
た
い
と
感
じ
た
こ
と

に
よ
り
ま
す
。

3 

技
術
士
資
格
取
得
の
す
す
め

　
現
在
、
公
益
社
団
法
人
日
本
技
術

士
会
で
は
、
公
共
事
業
・
業
務
、
産

業
界
や
海
外
で
の
資
格
活
用
を
促
進

す
る
た
め
制
度
設
計
の
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
技
術
士
制
度
は
、

「
科
学
技
術
に
関
す
る
技
術
的
専
門

知
識
と
高
等
の
応
用
能
力
お
よ
び
豊

富
な
実
務
経
験
を
有
し
、
公
益
を
確

保
す
る
た
め
、
高
い
技
術
者
倫
理
を

備
え
た
、
有
能
な
技
術
者
の
育
成
」

を
図
る
た
め
の
、
国
に
よ
る
資
格
認

定
制
度
で
す
。
資
格
活
用
促
進
が
な

さ
れ
た
暁
に
は
、
さ
ら
に
活
躍
の
場

が
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
取
得
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

　
ま
た
技
術
士
会
で
は
、
講
演
会
や

見
学
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
多
数
開

催
さ
れ
て
お
り
、
人
脈
形
成
を
図
る

場
と
し
て
も
絶
好
の
機
会
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

山梨県立リニア見学センター見学会の様子

防災等級 AAのトンネル管理設備設置状況（国内）

 エンジニアの最高峰「技術士」を目指そう！特 集

さいとう まさよし ●

1991年４月 日本工営株式会社入社
2006年７月 同 プラント事業部電気技術部 課長
2012年７月 同 プラント事業部機械・情報通信技術部 次長
2015年７月 同 プラント事業部情報通信技術部 部長
2020年７月 同 プラント事業部長
2023年７月 同 機電・情報インフラ事業部長

学会等

2011年５月‐2015年９月
　一般社団法人電気学会 ものづくり委員会 １号委員
2012年７月‐2015年６月
　公益社団法人日本技術士会 広報委員
2021年６月‐2023年６月
　公益社団法人日本技術士会 理事
2021年７月‐2023年７月
　公益社団法人日本技術士会 広報委員会 副委員長
2023年７月‐
　公益社団法人日本技術士会 電気電子部会 顧問

その他の保有資格

１級電気工事施工管理技士
１級管工事施工管理技士
第一級陸上特殊無線技士

技術士
電気電子部門

日本工営株式会社  
機電・情報インフラ事業部長

齊藤 正義さん

機械工学科　1991年３月卒業
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165

日
本
大
学
量
子
科
学
研
究
所
教
授
　
　
出
口 

眞
一

日
本
大
学
素
粒
子
論
研
究
室
の

一
員
と
し
て

�

―
40
年
を
振
り
返
る

―

でぐち しんいち

1983年	3月	 	日本大学理工学部物理学科
卒業

	 4月	 	日本大学大学院理工学研究
科博士前期課程物理学専攻
入学

1985年	3月	 同　修了
	 4月	 	日本大学大学院理工学研究

科博士後期課程物理学専攻
入学

1988年	3月	 	同　修了	
理学博士（日本大学）

	 4月	 	日本大学原子力研究所	
（理工学部物理学科）助手

1997年	4月	 同　専任講師
2002年	4月	 	日本大学量子科学研究所	

（理工学部物理学科）助教授
2005年	4月	 同　教授（現在に至る）

　

日
本
大
学
素
粒
子
論
研
究
室
に
Ｍ
１

と
し
て
在
籍
し
て
い
た
年
の
10
月
、
そ

ろ
そ
ろ
修
士
論
文
の
指
導
教
員
を
決
め

る
よ
う
に
言
わ
れ
、
日
頃
か
ら
関
心
が

あ
っ
た
原
治
先
生
の
研
究
テ
ー
マ
と
仲

滋
文
先
生
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
伺

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
原
先
生
は
素
粒

子
の
剛
体
模
型
に
関
す
る
研
究
を
さ
れ

て
お
り
、
そ
こ
で
は
剛
体
を
ス
ピ
ノ
ー

ル
と
い
う
量
で
記
述
し
て
い
ま
し
た
。

実
は
当
時
、
立
ち
読
み
で
読
ん
だ
科
学

雑
誌
に
Ｒ
・
ペ
ン
ロ
ー
ズ
（
２
０
２
０

年
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
）
と
彼
が

提
唱
し
た
ツ
イ
ス
タ
ー
理
論
が
紹
介
さ

れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
ス
ピ
ノ
ー
ル
が

重
要
な
量
と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
も
あ
り
、
私
は
原
先
生

に
「
剛
体
模
型
は
ツ
イ
ス
タ
ー
理
論
と

関
係
あ
る
の
で
す
か
」
と
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
先
生
は
少
し
考
え
た
後
に
『
関
係

な
い
で
し
ょ
』
と
素
っ
気
な
く
仰
い
ま

し
た
。
そ
の
一
言
は
ツ
イ
ス
タ
ー
理
論

に
関
心
が
あ
っ
た
私
の
中
で
少
な
か
ら

ず
影
響
し
、
結
局
は
仲
先
生
の
研
究
テ

ー
マ
を
伺
っ
た
後
、
仲
先
生
に
指
導
を

仰
ぐ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

当
時
、
仲
先
生
は
多
次
元
統
一
場
理

論
（
カ
ル
ツ
ァ
・
ク
ラ
イ
ン
理
論
）
を

研
究
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
理
論

は
、
自
然
界
に
存
在
す
る
４
つ
の
基
本

力
を
多
次
元
時
空
の
重
力
と
し
て
統
一

す
る
理
論
で
あ
り
、
私
も
興
味
が
あ
り

ま
し
た
が
、
４
次
元
時
空
の
荷
電
粒
子

が
必
然
的
に
プ
ラ
ン
ク
質
量
を
持
つ
な

ど
、
現
実
を
反
映
し
な
い
と
い
う
問
題

を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
仲
先
生

の
指
導
の
も
と
、
内
部
空
間
を
超
空
間

に
拡
張
し
た
と
こ
ろ
上
記
の
問
題
が
回

避
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
成
果

を
修
士
論
文
に
ま
と
め
ま
し
た
。
一

方
で
、
内
部
空
間
を
超
空
間
に
す
る
こ

と
は
通
常
の
時
空
の
超
対
称
性
で
は
な

く
内
部
超
対
称
性
を
考
え
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
対
称
性
が
何
を
意
味
す
る
の

か
不
明
で
し
た
。
そ
こ
で
、
内
部
超
対

称
性
を
扱
っ
て
い
る
文
献
が
な
い
か
日

本
大
学
理
工
学
部
物
理
学
科
・
原
子
力

研
究
所
図
書
室
（
現 

物
理
学
科
・
量

子
科
学
研
究
所
図
書
室
）
に
あ
る
文
献

を
片
っ
端
か
ら
調
べ
た
と
こ
ろ
、
超
群

SU
(2/1)

を
ゲ
ー
ジ
群
と
す
る
電
弱
模

型
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
修
士
論
文

で
考
え
た
内
部
超
対
称
性
が
現
実
の
模

型
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
見
い
だ
し
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、SU

(2/1)

電
弱
模
型

の
存
在
を
知
り
気
を
良
く
し
て
い
た
の

で
す
が
、
後
日
こ
の
模
型
に
対
す
る
批

判
の
論
文
が
あ
る
こ
と
を
先
輩
が
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
論
文
に
は
、
こ

の
模
型
が
ス
ピ
ン
と
統
計
の
関
係
に
反

す
る
粒
子
を
含
ん
で
い
る
こ
と
、
さ
ら

に
キ
リ
ン
グ
計
量
が
正
定
値
に
な
ら
な

い
こ
と
が
問
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
ま
ず
は
、
キ
リ
ン
グ

計
量
に
代
わ
る
正
定
値
計
量
の
構
成
を

試
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
新
た
に
ス
カ

ラ
ー
場
を
導
入
し
群
の
非
線
形
実
現
を

用
い
れ
ば
、
正
定
値
計
量
が
構
成
で
き

る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。
詳
細
は
私
の

博
士
論
文
及
び Journal of Physics 

A

に
掲
載
さ
れ
た
私
の
論
文
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
約
１
年
後
に
は
、

こ
の
論
文
が
、
当
該
分
野
の
中
心
的
研

究
者
の
一
人
で
あ
る
Ｐ
・
Ｄ
・
ジ
ャ
ビ

ス
が
執
筆
し
た
内
部
超
対
称
性
の
レ
ビ

ュ
ー
論
文
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
大
学
原
子
力
研
究
所
（
現 

日

本
大
学
量
子
科
学
研
究
所
）
の
助
手
に

採
用
さ
れ
て
か
ら
３
年
半
後
、
ア
メ
リ

カ
の
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
に
客
員
研
究
員
と

し
て
半
年
間
滞
在
す
る
機
会
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
当
時
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
素
粒

子
論
研
究
室
に
は
須
浦
寛
先
生
と
細
谷

裕
先
生
が
在
籍
し
て
お
り
、
公
私
の
両

面
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
私

大
学
院
生
の
頃

ミ
ネ
ソ
タ
に
て
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が
所
属
し
た
理
論
物
理
学
研
究
所
に
は

ソ
連
崩
壊
後
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
多

く
の
ロ
シ
ア
人
研
究
者
が
お
り
、
雰
囲

気
は
ま
る
で
ロ
シ
ア
の
研
究
所
で
し

た
。
こ
の
環
境
下
で
、
自
身
と
し
て
は

渡
米
前
か
ら
構
想
を
練
っ
て
い
た
位
相

的
ヤ
ン
・
ミ
ル
ズ
理
論
の
拡
張
の
研
究

を
進
め
ま
し
た
。
位
相
的
ヤ
ン
・
ミ
ル

ズ
理
論
は
Ｅ
・
ウ
イ
ッ
テ
ン
が
位
相
不

変
量
（
ド
ナ
ル
ド
ソ
ン
不
変
量
）
を
場

の
理
論
を
用
い
て
表
現
す
る
た
め
に
提

唱
し
た
理
論
で
、
局
所
的
自
由
度
を
持

ち
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
こ
の
理
論
を
局

所
的
自
由
度
を
持
つ
通
常
の
ヤ
ン
・
ミ

ル
ズ
理
論
が
現
れ
る
よ
う
に
拡
張
で
き

た
ら
、
物
質
や
時
空
の
出
現
の
理
解
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し

た
。
実
際
に
Ｂ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
代
数
の
半
無
限

鎖
表
現
を
用
い
て
そ
の
よ
う
な
理
論
の

一
部
分
（
作
用
積
分
）
が
構
成
で
き

た
の
で
、
そ
の
成
果
を
論
文
に
し
て 

Physics Letters B

に
投
稿
し
た
と

こ
ろ
受
理
さ
れ
、
レ
フ
ェ
リ
ー
か
ら

「
こ
の
論
文
は
位
相
的
場
の
理
論
を
研

究
す
る
全
て
の
研
究
者
が
読
む
べ
き
論

文
で
あ
る
」
と
の
褒
め
言
葉
（
？
）
を

い
た
だ
き
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
局
所
的
自
由
度
の
出
現
に
必
要
な

Ｂ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
対
称
性
の
破
れ
を
ど
の
よ
う

に
組
み
込
め
ば
良
い
か
わ
か
ら
ず
、
そ

の
後
こ
の
研
究
は
頓
挫
し
て
い
ま
す
。

　

ミ
ネ
ソ
タ
で
半
年
を
過
ご
し
帰
国
し

た
直
後
、
当
時
Ｍ
２
の
中
島
唯
仁
さ
ん

（
現
在
、
日
本
大
学
工
学
部
教
授
）
の

修
士
論
文
を
指
導
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
研
究
テ
ー
マ
と
し

て
「
ル
ー
プ
空
間
上
の
ゲ
ー
ジ
理
論
に

基
づ
く
局
所
場
」
を
選
び
、
弦
理
論
な

ど
に
現
れ
る
２
階
の
反
対
称
テ
ン
ソ
ル

場
は
ル
ー
プ
空
間
に
お
け
る
接
続
と
い

う
幾
何
学
的
意
味
を
持
つ
こ
と
を
ゲ
ー

ジ
不
変
性
が
明
白
な
方
法
で
示
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
２
階
の
反
対
称
テ
ン
ソ

ル
場
は
カ
ッ
ツ
・
ム
ー
デ
ィ
ー
代
数
の

中
心
項
に
付
随
し
て
お
り
、
局
所
ヤ

ン
・
ミ
ル
ズ
場
と
相
互
作
用
す
る
こ
と

を
ル
ー
プ
空
間
上
の
ヤ
ン
・
ミ
ル
ズ
理

論
か
ら
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
に
８
名
の
博
士
論
文

の
指
導
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
内
、

中
島
さ
ん
を
含
む
３
名
が
ゲ
ー
ジ
理
論

に
関
す
る
テ
ー
マ
、
１
名
が
量
子
力
学

に
関
す
る
テ
ー
マ
、
残
り
４
名
が
ツ
イ

ス
タ
ー
理
論
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
選
ん

で
い
ま
す
。
学
生
と
と
も
に
ツ
イ
ス
タ

ー
理
論
を
選
ん
だ
の
は
、
私
自
身
が
修

士
課
程
の
学
生
だ
っ
た
頃
か
ら
こ
の
理

論
に
興
味
が
あ
り
、
研
究
し
た
い
と
思

っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
一
連
の
研
究
の

中
で
、
岡
野
諭
さ
ん
（
現
在
、
日
本
大

学
生
産
工
学
部
助
教
）
と
研
究
し
た

「
４
次
元
有
質
量
粒
子
の
ツ
イ
ス
タ
ー

形
式
」
は
剛
体
模
型
と
共
通
の
様
相
が

多
く
あ
り
、
原
先
生
が
仰
っ
た
『
関
係

な
い
で
し
ょ
』
と
は
反
す
る
結
果
が
得

ら
れ
て
い
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
剛

体
模
型
と
ツ
イ
ス
タ
ー
理
論
の
間
に
は

密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
を
、
先
生
の

墓
前
で
ご
報
告
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

誌
面
が
尽
き
て
き
ま
し
た
が
、
述
べ

る
べ
き
こ
と
が
２
つ
ほ
ど
残
っ
て
い
ま

す
。
ひ
と
つ
は
２
０
０
４
年
に
藤
川
和

男
先
生
が
日
本
大
学
量
子
科
学
研
究
所

に
着
任
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
藤
川
先
生

は
素
粒
子
論
や
場
の
理
論
の
分
野
で
世

界
に
名
だ
た
る
方
で
す
が
、
そ
の
先
生

の
主
導
の
も
と
、
第
２
量
子
化
の
立
場

か
ら
ベ
リ
ー
位
相
を
再
考
す
る
と
い
う

新
た
な
研
究
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
２
人
の
イ
ン
ド
人

の
研
究
者
、
Ｂ
・
Ｐ
・
マ
ン
ダ
ル
さ
ん

（
バ
ナ
ラ
シ
・
ヒ
ン
デ
ゥ
ー
大
学
）
及

び
Ｒ
・
バ
ナ
ジ
ー
さ
ん
（
Ｓ
・
Ｎ
・
ボ

ー
ス
国
立
基
礎
科
学
セ
ン
タ
ー
）
と

長
年
に
わ
た
り
ゲ
ー
ジ
理
論
に
関
す

る
共
同
研
究
を
行
っ
て
き
た
こ
と
で

す
。
実
際
に
私
は
、
２
０
０
５
年
か
ら

２
０
１
５
年
の
11
年
間
に
計
９
回
イ
ン

ド
を
訪
問
し
て
い
ま
す
し
、
彼
ら
も
そ

れ
ぞ
れ
数
回
ほ
ど
訪
日
し
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
共

同
研
究
は
停
滞
し
て
い
ま
す
が
、
機
会

が
あ
れ
ば
再
び
イ
ン
ド
を
訪
れ
、
大
国

へ
と
成
長
す
る
イ
ン
ド
を
肌
で
感
じ
な

が
ら
研
究
を
遂
行
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

学
位
論
文
指
導

言
い
残
し
た
こ
と
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地盤工学研究室
交通システム工学科

交通施設の地盤を科学する

峯岸 邦夫 教授
MINEGISHI, Kunio

山中 光一 准教授
YAMANAKA, Kouichi

［ 船橋 ］	７号館１階717室

　交通システム工学科地
盤工学研究室は、1961
年の学科（当時は交通工
学科）創設以来引き継が
れている、伝統ある研究
室です。創設当初は“土
質研究室”と称していま
したが、時代の流れに伴
って1990年代に現在の
“地盤工学研究室”とい	
う名称になっています。
　学科創設時の土質研究
室は、當山道三先生が指
導されていました。この
當山先生は、黒部ダムを
建設するために掘られた
大町トンネル（現：関電
トンネル）で難工事を克
服した際に、学識経験者
として当時の関西電力やゼネコンのエン
ジニアに助言をされたことでも有名で

す。その後、研究室の指導教授は淺川美
利先生、巻内勝彦先生と続き、現在は峯
岸・山中の両名で指導をしております。
　当研究室では、学科創設時から交通施
設（道路、鉄道、空港、港湾）に関連す
る地盤の力学特性や新技術に関する研
究を行ってきました。研究室創設時は、
1964 年の東京オリンピック開催準備の
ため国内の交通網を整備している時代
で、道路や鉄道などの交通施設が自動車
や列車による交通荷重を受けた時の地盤
の力学特性についての研究がメインで行

われていました。現在で
も、交通施設に関連する
地盤の挙動や地盤構造物
の補強技術、長寿命化、
舗装関連テーマについて
研究を行っています。代
表的なものとしては、道
路舗装下に表面強化不織
布というシート状のもの
を敷設して地盤を安定さ
せる技術や、ジオシンセ
ティクスという人工材料
を立体的に組み立てたジ
オセルを設置した場合の
地盤内応力の分散効果な
ど考慮した設計法の提
案、インターロッキング
ブロック舗装関連のテー
マについて研究を行って

います。

黒部ダム ジオセルの地盤内応力分散効果確認試験

電気学会東京支部第13回学生研究発表会 
優秀発表賞
�精密機械工学専攻博士前期課程１年　山﨑 健太郎

日本磁気学会　MSJ論文奨励賞
 電子工学専攻博士後期課程１年　小林 祐希

The 6th International School on Beam Dynamics 
and Accelerator Technology (ISBA23)
GOLD AWARD

物理学専攻博士前期課程１年　久保田 月野、大和 紗也香

〈教員〉
日本環境共生学会　2022年度優秀発表賞

交通システム工学科教授　伊東 英幸

2023年度日本コンクリート工学会賞　技術賞
� 建築学科教授　中田 善久

令和４年度土木学会研究業績賞
まちづくり工学科教授　阿部 貴弘

第17回関東工学教育協会賞　業績賞
応用情報工学科准教授　五味 悠一郎

無機マテリアル学会　学術賞
物質応用化学科教授　梅垣 哲士

第９回日本赤外線学会誌　論文賞
日本大学量子科学研究所准教授　境　 武志

同教授　早川 恭史
物理学科准教授　住友 洋介
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建築音響研究室
建築学科

Exploring Acoustic and Vibration Comfort 
in Residential Living

冨田 隆太 教授
TOMITA, Ryuta

岡庭 拓也 助手

OKANIWA, Takuya

［駿河台］	 	タワー・スコラ9階 S909室

国際会議「INTER-NOISE	2023」に参加
カーペットや畳上で設置共振の誤差
を低減する環境振動測定方法の提案

　私たちの研究室で
は、建築音響分野の
中でも、住まいの
音・振動環境を中心
に研究活動を行って
います。最近では、
2020 年５月に緊急
事態宣言が解除され
た後、新型コロナウ
イルス感染症による
ステイホーム中を対
象とした共同住宅の
音環境に関するアン
ケート調査を実施し
ました。住まいの各
性能に対する満足度
合いとして、居住者
は「住戸内の防音、遮音」の不満率が他
の項目に比べて大きい結果でした。音の
種類として、聞こえたし気になった音の

種類の上位を見ると、「物の落下音」「子
どもの飛び跳ね・走り回る音」「上階か
らの足音」であり、研究室のテーマのひ

とつである“床衝撃
音”の対策が重要で
あることがわかりま
した。床衝撃音に関
する関連研究とし
て、現在、「子ども
と高齢者を対象とし
た床の快適性と安	
全性の実装とデザイ
ン」を行っていま	
す。このテーマは、
日本大学学術研究助
成金に採択されてお
り、理工学部まちづ
くり工学科の八藤後
猛特任教授、牟田聡
子助教と共同で実施

しています。
　他に、卒論・修論を含めて、建築物の
音・振動環境に関するいろいろなテーマ
にチャレンジしています。例を挙げる
と、床衝撃音の評価・対策に関する研究、
加振力の測定方法とデータベース化に関
する研究、歴史と音環境に関する研究―
歴史を遡り、各時代の暮らしの音環境を
考察する―、環境振動の評価・予測・測
定に関する研究、鉄道高架下保育施設の
音・振動に関する研究等です。また、本
研究室では、実験室実験だけではなく、
フィールド調査を重視した研究活動を行
っています。

2022年５月～８月（開催・表彰。学科順）

〈学生〉
日本建築学会学生サマーセミナー2023
小澤雄樹賞・満田衛資賞 建築学科４年��北村 典子、�
� 森澤 進太郎、大沼 拓真、橋本 慧吾、安田 昌平
早部安弘賞 建築学科４年��川口 眞琴、�
� 安保 勇吾、中井 浩人、渡邊 崇人、ソウユウイ

第３回スカイコート学生プランニングコンペ 最優秀賞
� 建築学専攻博士前期課程１年　松野 駿平

日本音響学会騒音・振動研究会　学生優秀発表賞
� 建築学専攻博士前期課程２年　佐藤 勇輝

全国エリアマネジメントネットワーク エリアマネジ
メント研究交流会第３回アワード　調査報告部門
� 建築学専攻博士前期課程１年　小野寺 瑞穂、�
� 同２年　一之瀬 大雅

日本地域政策学会第22回全国研究「東京」大会
審査員特別賞（ポスターセッション個人部門）

� まちづくり工学専攻博士前期課程１年　三浦 靖貴

団地再生支援協会 第20回集合住宅再生・団地再
生・地域再生学生賞　奨励賞
� まちづくり工学科４年　落合 はる菜、松島 萌華

JPCA Show 2023（第52回国際電子回路産業展）
2023アカデミックプラザ賞

精密機械工学専攻博士前期課程２年 
仁木 雄哉、石濱 拓実、 

同１年　阪本 千紘、後藤 達巳、山崎 健太郎 ほか

受
賞
報
告
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『世界でいちばんやさしい 教養の教科書［自然科学の教養］』
児玉克順	著、fancomi	絵／Gakken

　本書は、自然科学に興味を持つ初心者や、高校時代に理系科目が苦手だっ
た人におすすめです。科学史から物理学、相対性理論、量子論、宇宙、数学、
化学、地球史の知識を、イラストと平易な文章で解説しています。とくに、
豊富なイラストが複雑な概念や理論を視覚的に理解する手助けとなります。
　また、歴史的な流れをざっと眺めることで、各分野の繫がりを摑みやすく
なっています。深い知識を身につけるためには数式で学ぶのも重要ですが、
分野全体を広く浅く俯瞰することも大切です。ぜひ、本書を手に取って自然
科学分野の大雑把なイメージを手に入れてください。
	 （一般教育教室物理系列准教授　勝木	厚成）

『複雑ネットワークとその構造』
北海道大学数学連携研究センター	編、矢久保考介	著／共立出版

　世の中にはいろいろな「繫がりの構造」があります。例えば、SNSでの
フォロー関係や、路線図での駅の隣接関係、最近では IoT でのデバイスの接
続関係が挙げられます。このような繫がりの構造は「グラフ構造」と呼ばれ、
数学・物理・生物など多くの分野で研究されています。実社会でのグラフ構
造はさまざまな特徴的な性質を持っています。例えば、SNSでは数十億規
模のユーザーがいたとしても、互いにまったく知らない人同士がたかだか数
人を介して繫がる「スモールワールド性」という性質があることがよく知ら
れています。この本では、現実世界の繫がりの構造に関して、さまざまな数
学的な性質を紹介しています。	 （数学専攻博士前期課程１年　石田	咲起人）

『水害列島』
土屋信行	著／文春新書

　本書は、水とまちづくりの重要な関係に焦点を当てた書籍です。著者は水
害対策の専門家であり、本書では日本が抱える水害問題を深く掘り下げてい
ます。水害がまちづくりに与える影響や、水害リスクマネジメントの重要性、
地域の特性や水との共生を考慮した対策について解説・提案しています。
　水害による被害を最小限に抑えるためには、適切な整備、住民の防災意識
の向上が必要とされています。本書を読むことで水害リスクを理解できます
し、持続可能なまちづくりに貢献するためには何が必要かを考える機会にな
ります！　水と共生したまちづくりを志す人におすすめです。

（海洋建築工学専攻博士前期課程１年　竹内	俊介）
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学部祭（桜理祭）

第９回船橋桜理祭は 11月４日（土）、５日（日）
の両日、対面で開催いたします。昨年度は皆様の
ご支援とご参加のおかげで３年ぶりの対面開催を
大成功させることができました。本年度は縁日や
多彩なイベント企画に加えて理工学部の各部活・
サークル・研究室による模擬店が再開し、より楽
しみどころのある桜理祭をお届けすることができ
ると思います。
皆様との新たな出会いや結びつき、次のステップ
へ進むためのつながりを大切にする桜理祭となる
よう願いを込めて、テーマは「環	～ Link ～」と
しました。桜理祭に足を運んでくださる皆様に新
たなつながりが生まれ、素敵な２日間を過ごせま
すよう努めてまいります。昨年度よりパワーアッ
プした桜理祭を皆様にお楽しみ
いただけるように桜理祭実行
委員一同準備を進めて参りま
すので、よろしくお願いいた
します。	 （学生課）

桜理祭マスコットキャラクター
“ふーぷく”

就職活動・進路について 
悩みや不安はありませんか？
「こんなこと相談してもいいのかな？」と躊躇
せず、少しでも気になることがありましたら遠
慮なくご利用ください。
選考の進め方・面接について・書類添削等、プ
ロのキャリアアドバイザーが皆さんのチカラに
なります。

■こんなお悩みがありましたらご相談ください
・志望業界や業種が絞れない
・インターンシップについて
・公務員または教員、一般企業との就活
・Web就活ツールを実践（面談等体感）したい
・自己PR、ガクチカ、志望動機がまとまらない
・エントリーシートの添削

等々、就活に関する皆さんの不安を解消して、
自信につなげます。

【相談予約受付】 
https://sites.google.com/
view/cstcareer/soudan

	 （就職指導課・キャリア支援センター）

理工学部科学技術史料センター 
第 19回特別展開催のお知らせ
開催期間：	2023 年８月４日（金）	

～ 2024年７月１日（月）
開催場所：	日本大学理工学部科学技術史料セン

ター【CST	MUSEUM】	
（日本大学理工学部船橋キャンパス
テクノプレース 15）

開催内容：	第 19回特別展	
測量は「国土の身体測定」

開館情報：	10：00～17：00（入館は16：30ま
で）CSTミュージアム受付までお越
しください。詳細は下記 URL（QR
コード）よりご確認ください。

【利用案内】 
https://www.museum.cst. 
nihon-u.ac.jp/02-1.html

日本大学理工学部科学技術史料センター 
（CSTミュージアム） 
電　　話：047-469-6372 
Ｅメール：cst.museum@nihon-u.ac.jp

	
 

	 （図書館事務課）

事務局からの 
お知らせ

令和５年度日本大学特待生・日本大学短
期大学部（船橋校舎）萌葱賞
令和５年度日本大学特待生および日本大学短期
大学部（船橋校舎）萌葱賞の授与が、行われま
した。
特待生として、理工学部は甲種７名、乙種 48
名、また短期大学部（船橋校舎）は甲種１名、
乙種１名の合計 57名に授与されました。
また萌葱賞は、建築・生活デザイン学科３名、
ものづくり・サイエンス総合学科２名の合計５
名に授与されました。
	 （教務課）

第67回理工学部学術講演会
今年で 67回目を迎える理工学部学術講演会は
11 月 30 日（木）本学部駿河台校舎で開催い
たします。この講演会は学術、技術ならびに教
育振興のため、教職員は普段の研究・教育等発
表の場として、大学院および学部の学生は日ご
ろの学習成果を発表する場として活用されてい
ます。本年度は口頭発表に加え、４年ぶりにポ
スター発表も実施いたします。詳細については、
理工学部ホームページ「学術講演会」のバナー
にアクセスして確認してください。
プログラムは 11月下旬にウェブサイト上に公
開する予定です。

研究事務課ホームページ 
http://www.kenjm.cst.nihon-u.ac.jp/

お問い合わせ 
cst.kenkyu@nihon-u.ac.jp

	 （研究事務課）

https://sites.google.com/view/cstcareer/soudan
https://sites.google.com/view/cstcareer/soudan
https://www.museum.cst.nihon-u.ac.jp/02-1.html
https://www.museum.cst.nihon-u.ac.jp/02-1.html


　今号から編集長として編集後記を担当致します。今号は
「技術士」特集。本学の第一次試験合格者数の輝かしい実績 
は、ひとえに桜門技術士会をはじめとする卒業生のサポート
のおかげであり、サポートなくしては実現不可能です。また、
本学部には JABEE 認定プログラム学科もあり、技術士への
近道であることが分かります。私は県企業局の総合評価方式
に係る意見聴取の場において、技術士配置の評価点が高いこ
とを目のあたりにしています。技術士になることで、まさに
社会イノベーションを牽引していくのです。 （佐伯）

理工学部のホームページでは最新号からバックナンバーまで見られます。

発　　行  広報委員長・編集長

日本大学理工学部広報委員会	 佐伯	勝敏
編集委員会
山中新太郎	 沖　	和磨	 梶山	貴弘	 佐藤	正己	 江守　	央	 佐藤	光彦	 泉山	塁威	
菅原	　遼	 落合	正行	 関谷	直樹	 金子	美泉	 阿部	新助	 吉川	将洋	 大谷	昭仁	
松野	　裕	 遠山	岳史	 三輪	光嗣	 平石	秀史	 桑本　	剛	 牧野	宏司	 森　	大樹	
石川　	登	 唐澤	洋光	 大野	　勉	 加藤	寿樹	 矢葺	未来	 鈴木	智子	 髙見沢恵里
制　　作
株式会社ムーンドッグ〈長谷川	香　細田	明子　熊木美千代〉 23103115000

V O L . 5 3  
2 0 2 3 . F A L L  
N o . 1 9 8

Event  Report オープンキャンパス船橋 8/6sun.,7mon.
2023 年度は事前予約制・来校型にて開催。多くの方にお越しいただきました。

　学科紹介プログラム

　研究施設で科学体験� 大規模実験施設を下記以外にも全公開！　日本大学理工学部が国内外に誇る圧巻の教育研究施設群を体感していただきました。

空気力学研究センター マイクロ機能デバイス研究センター 工作技術センター 先端材料科学センター
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